














































































































































表 2 を見ると，疑問文の直後に答えが表れない場合は 59.7%，疑問文の直後に答えが現れるの
は29.9%となり，疑問文の直後に答えが表れない場合ほうが多いことがわかった。 




































 表4 問題提起疑問文の解答パターンごとの出現位置 
  














節の冒頭段落 節の中 節の最終段落 その他 合計
用例数 18 34 12 3 67
割合 26.9% 50.7% 17.9% 4.5% 100.0%
節の冒頭段落 節の中 節の最終段落 その他 合計
直後に答え 2 17 1 0 20
10.0% 85.0% 5.0% 0.0% 100.0%
直後に答えない 15 14 8 3 40
38.5% 33.3% 20.5% 7.7% 100.0%
疑問文が連続 1 2 1 0 4
25.0% 50.0% 25.0% 0.0% 100.0%
不明 0 1 2 0 3









棄却するのが妥当である。また，（Ｄ2）は（＊省略）今回は保留する。（考古学）              
(10)ハンバートは自分のニンフェット幻想を求めるばかりで，ロリータが何者なのかというこ
とに思いをめぐらせないが，そもそもロリータの出自はどこなのだろうか。ナボコフは彼女






















































る。 （英文学）                                  
(14)ではなぜ1990年代後半にM2の実体経済に対する予測力が消滅したのだろうか。この問い








































とで，冷戦にも効果的に関与できる。 （政治学）                           
(17)これらの結果から，M1 部分ではなく定期性預金の動きが M2 の役割低下の主要因であるこ
とが判明した。 
   それでは，定期性預金が予測力を喪失した理由とは何なのだろうか。一般に，M2の変動と
銀行貸出の動きとは密接な関わりがあることが指摘される。もしそれが事実なら，銀行貸出
の実体経済への予測力を調べることで，われわれは新たな示唆を得るかもしれない。 （経
済学） 
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(16)の例の問題提起疑問文が用いられる前までは，「ウィルソン政権が西ドイツを重視してい
た」ことが書かれており，疑問文で「なぜ」重視されているのか，問題提起によって前文までの
事実に対する「理由」に焦点が当てられ，問題提起以降，その理由を解明する説明がなされてい
る。また(17)では，まず「定期性預金の動きがM2 の役割低下の主要因であることが判明した。」
という事実が述べられ，問題提起文によって，その事実が起きた「理由」に焦点をあて，その理
由を解明する説明がなされている。 
 これらは，問題提起疑問文を節の中で用いることによって，今までの議論に関してはいるが，
新たな視点からの議論を始めるきっかけとなっていることが分かる。 
 
７．まとめ 
以上の研究から，以下のことがわかった。 
 
１）学術論文内における疑問文の機能は，＜質問＞よりも＜疑い＞が多い。いわゆる傾きのある
疑問文よりも多く用いられている。 
２）問題提起疑問文に対する答えは，直後に出る場合よりも直後に出ない場合のほうが多い。 
３）直後に答えがある問題提起疑問文は「節の中」に出現する場合がほとんどであるが，直後に
答えがない問題提起疑問文は，「節の中」のみならず「節の冒頭段落」にも出現している。 
４）「節の中」に出現する直後に答えがある問題提起疑問文は，問題提起→答え，という短い展開
となっているものや，また，疑問文の後にすぐ答えが書かれているが，答えただけで話が終わら
ず，答えの後にもその答えを展開させるような話が続いている場合がある。 
５）「節の冒頭段落」で用いられる直後に答えがない疑問文は，節全体への問いかけは，問題提起
後に＜この論は次にこうなる＞といったメタ言語表現と，それを伴わずに話題が始まる場合があ
る。 
６）「節の中」で用いられる直後に答えがない疑問文は，問題提起疑問文を節の中で用いることに
よって，今まで述べてきた議論に関してはいるが，新たな視点からの議論を始めるきっかけとな
っていることが分かる。 
 
以上のことをまとめると，学術論文における問題提起疑問文は，①問題提起→答え，と解答がす
ぐさま出てくる問題提起疑問文（使用箇所：節の中），②問題提起→答え（話題開始のきっかけ）
→話題／問題提起（話題開始のきっかけ）→話題，とそれまでの述べられてきた議論に関係させ
つつ，新たな視点から議論を始める働きをする問題提起疑問文，③節の冒頭段落においてその節
全体への問題提起を行う問題提起疑問文，といくつかの用法があるのではないかと考えられた。 
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